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＜事業基本方針＞ 

生活困窮者自立支援法の施行や介護保険制度の改正など、地域福祉を取り巻く環境が大き

く変化しています。特に、国・県では日常生活圏域に着目した地域包括ケアシステムの構築

を掲げており、認知症高齢者の増加、高齢化率のピークを迎える 2025 年（平成 37 年）を視

野に入れた取り組みが今後さらに本格化する見込みです。このような中、鉾田市社会福祉協

議会では、住民参加による助け合い活動の推進を図るため、地域の福祉力を高める取り組み

や各種生活支援サービスの構築を図り、その基盤となる地域を一体化した自主性・主体性に

基づく、地域づくりを推進します。 

 

＜重点実施事業＞ 

（１）いきいきサロン事業の拡充 

地域で暮らす高齢者等に対し、身近な公民館や公共施設を活用して、運動・講座な

どの提供を図ります。 

 （２）災害ボランティアセンター設置に向けた取り組み 

    想定される災害に備え、マニュアルの作成や職員による立ち上げ訓練を行います。 

 （３）小地域福祉活動モデル地区の事業推進 ※継続事業 

    秋津地区をモデル地区に指定して、住民代表や協力員等と連携した取り組みを進め

ます。 

 

＜第 2次地域福祉活動計画・基本目標＞ 

■基本目標１：気づく 

  地域福祉の推進を図るためには、まずは住民一人ひとりが地域に関心を持ち、地域の現

状を理解し、地域が抱える生活課題に気づくことが重要となります。そこで、住民や地域

で活動する諸団体に対して、情報提供や意識啓発、互いのことを知るための交流機会の提

供などの取り組みを行なうことで、地域の課題に対する関心を高めることをめざします。 

■基本目標２：育てる 

  地域の課題に気づき、自分でできることに取り組んでいきたいと思う人々に対して、必

要とされる知識や技術を学ぶ機会を提供するとともに、地域福祉の推進のために必要とな

る専門的な人材の育成、地域での諸活動をリードするリーダーの育成、地域で活動する諸

団体に対する支援などに取り組み、地域での活動を担う人材や団体の育成を図ります。 

■基本目標３：つなげる 

地域の担い手の育成とともに、個別の取り組みや住民、地域の諸団体、行政の取り組み

が連携・協働して、地域においてより効果的な成果につなぐ、多様なネットワークの構築

に取り組みます。 

■基本目標４：支え合う 

地域福祉の推進のためには、住民や地域の諸団体、行政の個々の取り組みの充実と個々

の取り組みの連携・協働による活動の展開が重要となるため、相互の支え合いの仕組みを 

構築することが必要となります。 
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平成２８年度事業実施計画書 

 

自：平成 28年 4月 １日 

至：平成 29年 3月 31日 

 

１ 社会福祉事業 

（1）法人運営 

番号 事業名等 目的 具体的な実施内容 

1 組織の運営 

役員会の開催 

本会の円滑な運営のた

め、計画の立案及び進

捗の管理を行う。また、

組織・事業・財務の評

価により、効果的・効

率的な運営を行う。 

理 事 会（年 4 回） 5月、9月、12月、3月 

評議員会（年 4 回） 5月、9月、12月、3月 

監 事 会（年 3 回） 5月、11月、2月 

予算額   法人計上 

2 各種委員会の開催 所管事項について、調

査研究及び実践活動を

行い、必要に応じて会

長に意見を具申する。 

企画財政委員会（年 3 回） 

調査広報委員会（年 4 回） 

ボランティア活動センター運営委員会（年 2回） 

老人福祉センターともえ荘運営委員会（年 2回） 予算額   法人計上 

3 広報紙の発行 

（社協だより） 

地域福祉に係る情報の

発信など社協の活動を

周知するため広報・啓

発を行う。 

発行回数：年 4 回 

発行部数：14,000部 

配 付 先：各世帯、法人会員、公共施設など 

予算額  1,130千円 

4 ホームページの運

営 

広く住民に事業等の紹

介や財務諸表の開示を

行う。 

更新回数：年 12回 

※必要に応じて、随時更新する。 

予算額   267千円 

5 社会福祉大会 社会福祉に貢献した方

を表彰するとともに、

住民の福祉に対する理

解を深めるため、講演

等を行う。 

顕彰審査会の開催（年 2回） 

第 6回鉾田市社会福祉大会 

第 1部 講演  地域の底力・支え合うまちづくり 

   講師 TBSキャスター 堀尾正明 氏 

第 2部 式典 表彰状、感謝状 予算額  1,140千円 

6 会員募集事業 本会の事業に対する理

解と普及に努め、会員

及び会費の増強を図り

自主財源を確保する。 

説 明 会：地域福祉推進会議（6 月）を開催し、 

3 地区において、説明会を開催する。 

推進期間：7 月～8 月 

会費種別：一般、特別、法人・団体会員 

目 標 額：13,800,000 円 予算額   579千円 

7 善意銀行事業 市民等からの善意によ

る寄付金及び物品等の

受け入れを行う。 

預託内容：金品預託、物品預託（切手、葉書など） 

預託区分：福祉基金、福祉一般、児童福祉、老人 

     福祉、障害福祉、ひとり親世帯等 予算額  1,500千円 
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（2）ボランティアセンター事業・講座 

番号 事業名等 目的 具体的な実施内容 

1 ボランティア 

センター事業 

 

ボランティア情報の収

集と発信、ボランティ

アコーデイネート業務

や福祉教育、研修等の

普及・啓発を図る。 

（１）ボランティア活動の普及・推進 

ボランティア登録と活動の斡旋 

ボランティア保険加入 

ボランティア活動のコーデイネート 

災害ボランティアセンターマニュアル作成 予算額  2,883千円 

2 腕まくり講座 趣味や技術の講座を開

催し、新規ボランティ

アの発掘を図る。 

対 象：市民対象 

内 容：物づくり講座など 

回 数：3回 予算額   135千円 

3 ボランティア 

スキルアップ講座 

ボランティアの資質の

向上と育成を図る。 

対 象：登録ボランティア 

内 容：傾聴ボランティア講座 

回 数：3回 予算額   144千円 

4 ウエルフェア 

サマースクール 

早い時期から福祉に親

しみを持てるよう学ぶ

機会を提供する。 

対 象：小学生高学年から高校生 

内 容：手話、ボランティア講座など 

回 数：5回 予算額   208千円 

5 ボランティア 

グループ活動助成

事業 

ボランティア団体等の

自主的な運営を支援

し、地域福祉の推進を

図る。 

対 象：登録ボランティア団体 

内 容：月活動状況に応じて、助成金を交付する。 

助成数：35団体程度 

助成額：15,000 円～21,000 円（年額） 予算額   786千円 

6 福祉体験支援事業 福祉体験を通じて、高

齢者や障害者等への理

解を深める。 

対 象：小・中学校（20校）対象 

内 容：インスタントシニア体験、車いす体験 

アイマスク体験、点字学習など 予算額   233千円 

7 福祉活動校支援 

事業 

ボランティア活動の実

践及び福祉意識の高揚

を図る。 

対 象：小・中学校（20校）助成金 

助成金：小学校 10,000円＋（100円×児童数） 

    中学校 15,000円＋（100円×生徒数） 予算額   624千円 

 

（3）高齢者福祉対策 

番号 事業名等 目的 具体的な事業内容 

1 車いす等貸出事業 介護の利便性向上のた

め、機器の貸出を行う。 

貸出物品：車いすの貸出、四点杖の貸出など 

貸 出 料：無料 予算額   法人計上 

2 福祉車両貸出事業 家族等が医療機関への

送迎を行うため、福祉

車両の貸出を行う。 

貸出車両：福祉車両（普通車 2台、軽自動車 2台） 

貸 出 料：無料 ただし燃料代については、利用者

が負担する。 予算額   法人計上 

3 介護用品支給事業 

※拡充事業 

月 1,000円→1,500 円 

在宅の高齢者等で常時

紙オムツを使用してい

る世帯に配付する。 

対 象 者：要支援 1 以上で常時紙おむつを使用して

いる方並びに介護している世帯及び住民

税 50,000円以下の世帯を対象とする。 

支 給 額：月額 1,500 円の支給券 予算額   900千円 
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4 ひとり暮らし 

高齢者サロン事業 

在宅のひとり暮らし高

齢者等に対して、孤独

感の解消等を図る。 

対 象 者：70歳以上のひとり暮らし高齢者 

内  容：運動、講座、会食等 

回  数：年 36回（鉾田、旭、大洋 各 12 回） 

参 加 費：300円 予算額  1,587千円 

 

（4）高齢者健康増進事業 

番号 事業名等 目的 具体的な事業内容 

1 いきいきスポーツ

大会事業 

スポーツ大会を通し

て、高齢者の健康増進

を図る。 

地区予選：4 月～6 月 鉾田、旭、大洋地区で開催 

本 大 会：7 月 鉾田総合運動公園 

種  目:クロッケー、輪投げ、ペタンクなど 予算額   554千円 

 

（5）障害者（児）福祉対策 

番号 事業名等 目的 具体的な事業内容 

1 スマイルフェスイテ

バル inほこた 

障害者の社会参加を促

進するため、障害者同

士の交流を図る。 

対象者：市内在住の障害者及び介助者 

内 容：餅つき、レクリエーション、会食など 

参加費：無料 
予算額   339千円 

 

（6）ひとり親世帯等対策 

番号 事業名等 目的 具体的な事業内容 

1 新入学児童祝金 

事業 

ひとり親世帯等で小学

校新入学を迎える世帯

の経済的支援を図る。 

対象者：ひとり親世帯等で小学校に入学する児童 

内 容：申請者の利便性を考慮し、振込で対応する。 

祝金額：1世帯 10,000 円 予算額   400千円 

 

（7）低所得者福祉対策 

番号 事業名等 目的 具体的な事業内容 

1 緊急入院時用具 

支給事業 

緊急的に入院する方に

必要物品を支給する。 

対象者：ひとり暮らし高齢者、低所得世帯 

内 容：パジャマ、下着、洗面用具など 

予算額    30千円 

2 緊急食材貸付 

支援事業 

生活困窮世帯に食材等

を貸し付けることで該

当世帯を支援する。 

対象者：生活が困窮した世帯 

内 容：食材及び金銭 

貸付額：上限 30,000円 

返 済：貸付日から 10カ月以内 予算額   140千円 

3 生活福祉資金 

貸付事業 

 

 

 

低所得世帯の自立更生

を目的に相談者から聞

き取りを行い、助言及

び申請事務手続きを行

う。 

対象世帯:生活全般に困難を抱えており、生活の立て

直しのために一時的な資金を要する世帯 

貸付区分:総合支援資金、福祉資金、教育支援資金、

不動産担保型生活資金 

審査機関:茨城県社会福祉協議会 

対象者：生活が困窮した世帯 予算額    48千円 
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4 フードバンク事業 

※拡充事業 

生活困窮世帯に食材を

無償配布し支援する。 

内 容：米、みそ、醤油、缶詰、ラーメンなど 

 

（8）地域福祉対策 

番号 事業名等 目的 具体的な実施内容 

1 心配ごと相談事業 

 

広く住民の相談に応

じ、社会資源を効果的

に活用し、適切な助言

及び援助を行う。 

相談回数：年 12回 

相談場所：鉾田地区：鉾田公民館（年 4回） 

    旭 地区：学習等共用施設（年 4 回） 

    大洋地区：大洋公民館（年 4回） 

相 談 員：弁護士 1名、心配ごと相談員 12名 

相 談 料：無料 ※予め電話予約による。 予算額   640千円 

2 地域福祉活動 

助成事業 

地域住民が主体的に実

施する、地域交流事業

等に助成をする。 

対 象：行政区及び小学校区 

助成額：均等割：20,000円＋（世帯数×100円） 

学校割：30,000 円 ※Ｈ27年度から実施 予算額  1,930千円 

3 小地域福祉活 

動推進事業 

小地域（中学校区）を

単位として、要援護者

の見守り活動や災害時

の避難方法等につい

て、地域の協力者と推

進を図る。 

対 象：秋津地区をモデル地区に指定する。 

内 容：講習会の開催（年 2 回） 

先進地視察研修会の開催（年 1回） 

協力者：区長、民生委員、協力員など 

予算額   315千円 

4 ふれあいいきいき

サロン事業 

地域で暮らす高齢者等

が仲間づくりや運動・

講座等を実施すること

により、健康増進や介

護予防等を図る。 

 

対象者：ひとり暮らし高齢者、高齢世帯など 

内 容：運動、講座、会食など 

場 所：地域公民館など 

助成金：参加者 10 名未満 （年額 20,000円） 

    参加者 10 名以上 （年額 25,000円） 

参加費：無料 予算額   774千円 

5 ふれあい電話事業 希望するひとり暮らし

高齢者に対して、電話

よる安否確認を行い、

高齢者の精神的不安の

解消を図る。 

対象者：ひとり暮らし高齢者 

内 容：ボランティアが安否確認のため、電話に 

よる相談等を行う。 

回 数：月 1回 

予算額   225千円 

6 備品貸出事業 地域のコミュニテイ活

動を推進するため、イ

ベント等に備品の貸出

を図る。 

貸出備品：かき氷機、ポップコーン機、綿菓子機 

臼、杵、テント等 

利 用 料：無料 

予算額   法人計上 
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（9）共同募金関係 

番号 事業名等 目的 具体的な実施内容 

1 赤い羽根共同募金

運動 

社会福祉法に基づき、

地域福祉の推進を図る

ため、市民の理解と協

力により、募金活動を

推進する。 

期 間：10月 1 日～12月 31 日 

内 容：戸別募金、大口募金、街頭募金、職域募金 

学校募金など 

募 金：戸別募金（区長依頼） 

    大口募金（民生委員児童委員依頼） 予算額  Ｈ28.8確定 

2 歳末たすけいあい

見舞金事業 

要援護世帯に明るいお

正月を迎えてもらうよ

う、赤い羽根共同募金

の一部を見舞金として

配付する。また、市内

障害者施設の交流事業

に助成する。 

期 間：12月 1 日～12月 31 日 

内 容：申請方式により、見舞金の配付を行う。 

対 象：75歳以上のひとり暮らし高齢者 

    要援護児童・生徒 

    障害者手帳の交付を受けている方など 

配 分：民生委員を通して、該当者に配付する。 

金 額：歳末配分会議において、決定する。 

    ※施設助成金 1施設 30,000 円 予算額  2,240千円 

3 共同募金配分金 

事業 

戸別募金、大口募金の

募金活動を推進する団

体に対して、協力費を

助成する。 

協力団体：鉾田市区長会（3 地区） 

鉾田市民生委員児童委員協議会（3地区） 

助成額：1団体 50,000 円 

 予算額   345千円 

 

（10）居宅介護事業 

番号 事業名等 目的 具体的な実施内容 

1 居宅介護支援事業 介護保険法に基づき、

介護支援専門員が要支

援、要介護認定者に対

して支援計画の作成を

行う。 

内 容：介護予防計画の作成 

    介護支援計画の作成 

    要介護認定の申請代行 

契約者：100 名程度 

利用料：自己負担なし 予算額  16,963千円 

2 特定相談支援事業 障害者総合支援法に基

づき、障害者相談支援

員が障害者（児）の支

援計画の作成を行う。 

内 容：サービス等利用計画の作成 

    利用者宅を訪問し、アセスメントを行う。 

契約者：35名程度 

利用料：自己負担なし 予算額   4に含む 

3 訪問介護事業 

（介護保険） 

介護保険法に基づき、

利用者の生活状況及び

身体的状況に応じた、

生活支援、身体介護、

移動サービス等の提供

を行う。 

内 容：生活援助（調理、洗濯、掃除、買物など） 

    身体介護（入浴、排泄、食事など） 

    通院等乗降介助（通院、買物など） 

契約者：100 名程度 

利用料：要支援認定者 月 1,168 円～月 3,704 円 

    要介護認定者 身体介護  245単位～ 

           生活援助  183単位～   

           身体・生活 312単位～ 予算額  38,526千円 
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4 居宅介護事業 

（障害者総合支援） 

障害者総合支援法に基

づき、利用者の生活状

況及び身体的状況に応

じた、生活支援、身体

介護、行動援護、移動

支援等の提供を行う。 

内 容：生活援助（調理、洗濯、掃除、買物など） 

    身体介護（入浴、排泄、食事など） 

    行動援護（外出時及び外出後の対応など） 

通院等乗降介助（通院、買物など） 

契約者：20名程度 

利用料：所得に応じて、負担上限目標設定 予算額  12,480千円 

 

（11）地域活動支援センター事業 

番号 事業名等 目的 具体的な実施内容 

1 のぞみ運営事業 障害者総合支援法に基

づき、知的障害者及び

身体障害者の就労環境

の整備や生活の場を確

保する。 

対象者：知的障害者及び身体障害者 

内 容：受注作業、稲作づくり、清掃活動など 

利用者：登録 15名 

予算額   10,116千円 

2 スマイルハウス 

運営事業 

障害者総合支援法に基

づき、精神障害者の就

労環境の整備や生活の

場を確保する。 

対象者：精神障害者 

内 容：受注作業、稲作づくり、清掃活動など 

利用者：登録 9 名 

予算額   6,353千円 

 

２ 公益事業 

（1）受託事業・茨城県社会福祉協議会 

番号 事業名等 目的 具体的な実施内容 

1 日常生活自立支援

事業 

認知症高齢者、知的障

害、精神障害などで判

断能力が不十分な方の

支援を図る。 

対象者：判断能力の不十分な高齢者、障害者など 

内 容：福祉サービスの利用手続きや日常の金銭管

理、預貯金の払い戻しや公共料金、施設等

の支払いをサポートする。 

担 当：専門員（5 名）、生活支援員（11名） 

利用料：1時間 1,100円 予算額  1,357千円 

 

（2）受託事業・鉾田市 

番号 事業名等 目的 具体的な実施内容 

1 地域ケアシステム

事業 

在宅の高齢者や障害者

に対して、効果的かつ

確実な福祉・医療・保

健の各種在宅サービス

を提供するとともに、

見守り活動を図る。 

対象者：ひとり暮らし高齢者、高齢世帯、障害者等 

内 容：民生委員、協力員と連携した見守り活動を 

実施し、生活課題の発掘及び支援を行う。 

回 数：定期的訪問及び相談訪問 

予算額  6,212千円 
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2 通所型介護予防 

事業（元気教室） 

家に閉じこもりがちな

高齢者や要介護状態に

なる恐れがある高齢者

に対して、社会的孤立

の解消及び介護状態に

なることへの予防を図

る。 

対象者：家に閉じこもりがちな高齢者や要介護状態

になるおそれのある高齢者 

内 容：運動、創作活動、食事など 

回 数：鉾田地区（月 4回 年 48回） 

    旭 地区（月 2回 年 24回） 

    大洋地区（月 2回 年 24回） 

参加費：1回 300円 予算額  4,505千円 

3 在宅介護支援 

センター事業 

要援護者となるおそれ

のある高齢者等に対し

て、安否の確認や各種

サービスに関する情報

提供を図る。 

対象者：おおむね 65歳以上のひとり暮らし高齢者 

及び高齢世帯など 

内 容：秋津地区、巴地区の一部を範囲訪問活動 

回 数：定期訪問及び生活状況に応じた訪問 

 予算額  3,326千円 

4 ファミリーサポー

トセンター事業 

子育ての手助けを必要

としている方（利用会

員）と子育ての手助け

ができる方（協力会員）

の登録による相互援助

活動を行う。 

 

 

 

対象者：生後 6 ケ月から中学校就学前の子育ての 

支援をしてほしい方（登録制） 

内 容：保育園・幼稚園の送迎 

    保育開始前と帰宅後の預かり 

    学童保育からの帰宅後の援助 

    子どもの病気（軽度）時の援助など 

回 数：利用回数制限なし 

時 間：午前 7 時～午後 7時 

料 金：平日 1時間 700円、土日祝 1時間 800 円 予算額  3,016千円 

 

（3）指定管理事業 

番号 事業名等 目的 具体的な実施内容 

1 いきいきプラザ 

幸遊館管理事業 

高齢者の研修、創作活

動を通して、健康増進

に寄与するため、施設

運営を図る。 

対象者：市民及び高齢者など 

内 容：介護予防（リハビリ体操）に関する事業 

    各種団体の支援に関する事業 

料 金：1,000円～3,000円 ※団体等は無料 予算額   552千円 

2 老人福祉センター

管理運営事業 

介護予防事業やレクリ

エーション等を通し

て、高齢者等の健康増

進、教養の向上を図る。 

対象者：市内外利用者及び高齢者など 

内 容：入浴、カラオケ、講座など 

料 金：60歳以上 200 円、一般 400 円（市内在住） 

講 座：シルバー体操指導士会（年 90 回程度） 

    鉾田市健康づくり財団（年 90 回程度） 

なんでもがんばる講座（年 12 回） 予算額  26,927千円 
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３ 収益事業 

（1）老人福祉センター売店事業 

番号 事業名等 目的 具体的な実施内容 

1 老人福祉センター

売店事業 

老人福祉センター内に

おいて、物品や嗜好品

の販売 

内 容：売店の運営、自販機の管理 

予算額  5,058千円 
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